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札幌市青少年山の家 プログラムシート 

 

人類の歴史は火を手に入れた時から始まるとも言われます。そのせいでしょうか、炎を前

にすると誰しも何か特別な感情を持つはずです。 

１日の活動の締めくくりや、キャンプ生活を総括するセレモニーとして、大自然の中で

赤々と燃える一つの火を囲みます。それぞれの気持ちが一つになったとき、深い感動の中で

生涯忘れることのできない思い出が作られることでしょう。 

 

１．実施期間 

通年実施 

 

２．所要時間 

６０分～９０分程度（会場設営、準備作業を含む） 

 

３．実施場所 

（１）屋外営火場 

・どんぐり広場 250 人位まで 照明、放送設備（マイク、CD、MD、カセット） 

・くるみ広場  150 人位まで 照明、放送設備（マイク、CD、MD） 

・しらかば広場 120 人位まで 照明、放送設備（マイク、CD、MD、カセット） 

（2）屋内営火場 

・多目的ホール  

照明、放送設備（マイク、CD、MD、カセット、他各種携帯音楽プレイヤー対応） 

※ 複数団体が利用している場合は、人数に応じた実施場所を事前に割当てさせていた

だきます。あらかじめご承知おきください。 

※ 冬季に屋外で実施する場合は、事前に職員にご相談ください。 
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４．活動の準備 

（1）目的を決める 

キャンプファイヤーを行う目的を考えてみましょう。 

・参加者の融和を図る 

・参加者の親睦を深める 

・仲間との連帯を確認する 

・全員で楽しい思い出を共有する 等 

（2）キャンプファイヤーの進行（種類）を決める 

種類は大きく分けて３つに分けられます。設定した目的には、どんな形式がふさわ

しいでしょうか。 

・セレモニアル・ファイヤー（儀式的な火） 

静かな雰囲気の中で、つつしみ深く、厳かに進行します。 

・ボン・ファイヤー（親睦的な火） 

活動的な雰囲気で、楽しく場を進行させます。（その目的はバカ騒ぎではなく、

清らかな友情の交わりであることを忘れてはいけません。） 

    ・団らんの火 

     少人数のグループで、家庭的な雰囲気の中で進行します。 

※ 儀式的なの火で厳かにはじまり、中は賑やかに親睦的な火。再び儀式的な火で

終わるような組み合わせが多いようです。 

（3）役割分担を決める 

キャンプファイヤーを進行するにあたって、次のような係をおくとよいでしょう。 

・営火長（ファイヤーマスター）１人 

年長者もしくは全体の代表者で、ファイヤー全体を取り仕切る役割となります。 

・司会係（エールマスター）１人 

プログラムの進行を取り仕切る役割をします。 

・営火係（ファイヤーキーパー）１～２人 

ファイヤーの火の管理をします。進行や雰囲気に合わせて火の勢いを調節します。 

・点火係（エンジェル）１～４名 

トーチ棒を持って入場し、点火を担当します。（２人以上の場合は、トーチが入

りづらい場合があるので、薪の組み方に工夫が必要です。） 

・時間係（タイムキーパー）１人 

プログラム中の時間管理をします。状況に合わせて各係へ時間の指示を出します。 

    ・レク係 数名 

歌やゲームなどのレクリエーションを担当します。 

・会場係 １～２名 

進行の様子を見ながら、会場の照明や放送などを操作します。 

・準備係 ５名程度 

用具を整え、井桁薪を組みます。 

    ※ 人数によっては係を省略したり、１人で２つの役割を担ったりして実施するこ

ともあります。 

    ※ プログラム構成によっては、別の係が必要になる場合もあります。 

（4）レクリエーションの出し物を決め、練習をする 

プログラムの目的や種類にあったプログラムを考えます。参加した全員が同じく

楽しめることが大切なことですから、特定の人や一つのグループばかりが優位に立

ったり、円から外れてしまうことがないように心配りが必要です。歌やダンスなど

はあらかじめ全員が練習しておく必要があるでしょう。 
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屋外キャンプファイヤー 

 

１．道具・物品 

（1）各団体で準備するもの 

トーチ棒、マッチ・チャッカマン等、古新聞、 

軍手（木綿のもの、準備係、営火係、点火係の人数分） 

（2）山の家で貸出（提供）しているもの 

無線機、営火場放送機器の鍵、ワイヤレスマイク、灯油、灯油用バケツ、 

リヤカー（資材、用具運搬用）、井桁薪 8、束薪 3（有料） 

（3）屋外営火場備え付けの設備および物品 

設備  照明、放送設備（マイク、カセット、ＣＤ、ＭＤ）、水道 

物品  スコップ 1、一輪車、消火用ホース、残り火入れ 

 

２．活動の準備 

（1）山の家との打ち合わせ 

あらかじめ職員と準備や会場設備、時間について打ち合わせをしてください。 

（2）放送設備の鍵およびマイク、無線機の貸出 

職員から放送機器の操作について説明を受け、営火場の鍵、マイクと、連絡用の無

線機を受け取ってください。放送機器は実際に音を出して確認しておきましょう。 

（3）道具の運び込みと準備 

① あらかじめ準備された薪等の道具をそろえ、リヤカーで営火場に運びます。 

  （薪等の入ったリヤカーは半地下炊事場前のテント下に用意しております。） 

② 各営火場の耐火ブロックの上に薪を組みます。 

③ 灯油用バケツに灯油を入れ、トーチの布に灯油を染み込ませます。染み込ませ

過ぎると、灯油が垂れて危険を伴いますので、灯油を別のボロ布や新聞紙で拭い

とります。その後トーチは布を下にして立てて保管します。 

※ 野外炊事の後にキャンプファイヤーを実施する場合は、炊事の後片付けと並行して

明るいうちに準備をすすめるとよいでしょう。 

 

３．後片付け 

（１）燃え残りには水をかけ、完全に消火して営火場備え付けの残り火入れ（ドラム

缶）に入れてください。 

（２）放送機器、照明の電源および操作盤の施錠確認をお願いします。 

（３）使った道具は数を確認し、元の場所に戻してください。 

（４）余った不要な薪はリヤカーに入れたまま、元の場所に戻してください。 

 

４．実施上の留意点 

・ 火を使う活動ですので、やけどや防火に十分注意してください。 

・ 薪以外のものを燃やさないでください。 

・ 打ち上げ花火は禁止です。その他、通常のキャンプファイヤーで使用するもの以外 

のものを使う場合は事前に確認してください。 

・ 実施時期により、防虫、防寒対策に十分配慮して実施してください。 

・ キャンプファイヤーを実施する場合は、夏でも長袖、長ズボンを着用しましょう。 

・ 他の営火場で活動している団体の迷惑にならないよう、マイクや音楽のボリューム

などの配慮をお願いいたします。 
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屋内キャンプファイヤー 

 

１．道具・物品 

（1）各団体で準備するもの 

トーチ棒、マッチ・チャッカマン等、古新聞、 

軍手（木綿のもの、準備係、営火係、点火係の人数分） 

（2）山の家で貸出（提供）しているもの 

マイク、灯油、灯油用バケツ、消火用バケツ、掃除機、井桁薪８・束薪３（有料） 

（3）多目的ホール備え付けの設備および物品 

設備  照明、放送設備（マイク、カセット、ＣＤ、ＭＤ、iPod・iPhone 対応） 

物品  ファイヤープレート、防火マット、鉄製リヤカー、バット、スコップ 

 

２．活動の準備 

（1）山の家との打ち合わせ 

あらかじめ職員と準備や会場設備、時間について打ち合わせをしてください。 

職員から放送機器の操作について説明を受け、放送機器は実際に音を出して確認し

ておきましょう。 

（２）道具の運び込みと準備（職員が立ち会い、手順等についてご案内いたします。） 

① 防火マット（６枚）を排煙ダクトの真下に敷きます。 

② 敷いたマットの上の排煙ダクト真下にファイヤープレートを運びます。 

③ ファイヤープレートの上に井桁を組みます。 

④ 灯油用バケツに灯油を入れ、トーチの布に灯油を染み込ませます。染み込ませ

過ぎると、灯油が垂れて危険を伴いますので、灯油を別のボロ布や新聞紙で拭い

とります。その後トーチは布を下にして立てて保管します。 

 

３．後片付け 

（1） キャンプファイヤーが終了したら放送室の内線電話で事務室まで連絡ください。 

（2） 鉄製のリヤカーにバットをのせ、多目的ホール内に運び込みます。 

（3） バットをリヤカーに乗せたまま、スコップで残り火をバットに移します。 

（4） リヤカーに載せた残り火を野外ステージに運び出し、別のバットでふたをしま

す。バットをリヤカーからおろし、野外ステージに置きます。 

（５） ファイヤープレートを片付け、防火マットや多目的ホールの床に飛び散った灰

やゴミを掃除機を使って吸い取ります。 

 

４．実施上の留意点 

・ 火を使う活動ですので、やけどや防火に十分注意してください。 

・ 用意された薪以外のものを燃やさないでください。 

・ 火災報知器が作動するため、火をつけたトーチ棒はすみやかに排煙ダクトの下へ運

んでください。 

  ・ 防火マットは熱を防ぐことはできません。燃え残りの入ったバットなどをマット上

に直接置かないように注意してください。 

・ 炎や火の粉によるやけどを防ぐために、長袖・長ズボンを着用してください。また、

冬季は暖かい服装で実施してください。 

  ・ 屋内実施は、荒天時に実施されることが多いため、複数の団体様がご利用の場合は

連続して実施となります。活動時間は準備から後片付けを含めた時間であることをあ

らかじめご承知おきください。また、時間の厳守をお願いいたします。 
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―プログラム（例）― 

 

・ レクリエーションを中心にみんなで楽しく盛り上がりましょう。 

・ キャンプファイヤーの炎は、プログラムの盛り上がりに合わせて調整すると、より効果

的な演出となります。 

・ 100 人ぐらいまでの大人数での実施を想定しています。 

 

 プログラム 担当係 内  容 そ の 他 

 １ 集合・歌練習  歌の練習、ファイヤーでの諸注意等  

儀

式

的

な

火 

２ 入場  
司会係を先頭に１列で入場 

無言のまま円を作る 
 

３ 開会宣言 司会係 開会を宣言する言葉 会場係：宣言後消灯 

４ 火を迎える歌 全員 火を迎える歌を歌う 
「夕焼け小焼け」、「遠

き山に日は落ちて」等 

５ 営火入場 
営火係 

点火係 

歌に合わせて営火長が点火係を伴い

入場 
 

６ 営火長の言葉 
営火長 

点火係 

参加者に向けた話をする 

営火長を照らすように片ひざを付く 
 

７ 点火 点火係 営火長の合図で井桁に点火 
点火後は点火係は輪に

戻る 

親

睦

的

な

火 

（進行） 司会係 以降のプログラムの進行をします  

８ 歌 全員 
火を讃える歌、火が大きくなるよう

に歌います 

「燃えろよ燃えろ」な

ど 

９  レクリエーシ

ョンゲーム等 

グルー

プおよ

び全員 

各グループから歌やレクゲーム等の

出し物発表（全員で楽しめるもの） 
会場係：音響操作等 

10 ダンス等 全員 フォークダンスやレクダンス等 「マイムマイム」等 

儀

式

的

な

火 

11 歌 全員 徐々に静かな雰囲気の歌を歌う 「大きな歌」等 

12 営火長の言葉 営火長 営火長からの結びの言葉  

13 閉会宣言 司会係 閉会を宣言する言葉  

14 退場  司会係を先頭に１列に退場  

 

・ キャンプファイヤーの目的や種類にあったプログラムを考えます。参加した全員が同じ

く楽しめることが大切なことですから、特定の人や一つのグループばかりが優位に立った

り、円から外れてしまったりしないように心配りが必要です。 
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